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平成21年５月18日 

各   位  

 

会 社 名：株式会社ＩＨＩ  

（コード：７０１３  東証･大証･名証第一部、福証、札証） 

代表者名：代表取締役社長 釡 和明 

問合せ先：広報･IR 室長 竹園 良雄 

（ＴＥＬ：０３－６２０４－７０３０） 

 

会 社 名：株式会社栗本鐵工所  

（コード：５６０２ 東証・大証第一部） 

代表者名：代表取締役社長 福井 秀明 

問合せ先：執行役員財務部長 小島 眞也 

（ＴＥＬ：０６－６５３８－７７２４） 

 

会 社 名：松尾橋梁株式会社              

（コード：５９１３ 東証・大証第一部）        

代表者名：代表取締役社長  臼井 淳 

問合せ先：管理担当執行役員 閑上 進 

（ＴＥＬ：０７２－２２３－０９８１） 

 

 

橋梁・水門及びその他鋼構造物事業の統合に関する基本合意締結のお知らせ 

 

 株式会社ＩＨＩ（以下、「ＩＨＩ」といいます。）、株式会社栗本鐵工所（以下、「栗本鐵工所」

といいます。）及び松尾橋梁株式会社（以下、「松尾橋梁」といいます。）は、本日開催したそれぞ

れの取締役会において、各社が有する橋梁・水門及びその他鋼構造物事業（これらのメンテナンス事

業を含み、以下、総称して「対象事業」といいます。）を統合（以下、「本件統合」といいます。）

することを決議し、３社で基本合意書（以下、「本基本合意書」といいます。）を締結しましたので、

お知らせいたします。 

 

 本基本合意書に基づき、まずＩＨＩが松尾橋梁の発行する普通株式の全株式を取得することを目的

として、公開買付けを実施（以下、「本公開買付け」といいます。）し、松尾橋梁をＩＨＩの完全子

会社とします。また、栗本鐵工所が保有する栗本橋梁エンジニアリング株式会社（以下、「栗本橋梁

エンジニアリング」といいます。）の株式及び栗本鐵工所の対象事業をＩＨＩに譲渡する協議を開始

します。尚、本公開買付けの成否等により、譲渡ストラクチャーは変更される可能性があります。 

 

本公開買付けの詳細につきましては、ＩＨＩが平成21年５月18日付で公表しております「松尾橋梁

株式会社株式に対する公開買付けの開始に関するお知らせ」をご参照下さい。 
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記 

 

１．本件統合の背景・目的 

 国内の橋梁・水門市場の最近の動向は、公共事業の発注量・金額がともに抑制される傾向が継

続しており、今後の市場動向につきましても先行き不透明な状況であります。 

 

 橋梁業界では大手重工メーカーの撤退等があったものの、縮小した市場規模に比べ、依然とし

て企業数が多い状況が続いております。各社は生き残りをかけ、規模に見合った利益を追求する

ために、生産体制の再構築を行う一方で、いくつかの企業は業務提携等を実施し、グループ化を

目指した動きが活発になってきております。しかし、各社とも未だ本格的な統合にはいたってい

ないことから、今後もこれらの動きがますます活発になると予想されております。一方、公共工

事発注システムは、コスト競争力だけではなく品質を含む技術競争力を要求する総合評価方式が

一般的となった結果、エンジニアリング力による差別化が進んできております。 

 このような背景のもと、ＩＨＩによる松尾橋梁及び栗本鐵工所に対しての呼びかけを機に、平

成20年12月頃よりＩＨＩ及び松尾橋梁の２社間で統合の検討を開始いたしました。その後、平成

21年４月に入り栗本鐵工所からの参画表明を受け、ＩＨＩ、松尾橋梁及び栗本鐵工所の３社間で

事業統合についての具体的なスキームの検討を開始しました。 

ＩＨＩは総合エンジニアリング企業としての技術力、調達力に強みを有しております。他方、

松尾橋梁及び栗本橋梁エンジニアリングは橋梁専業メーカーとしてコスト競争力のある生産拠

点に強みを有しており、両社は大阪府堺市において隣接した工場を保有しております。両社は平

成20年７月に「栗本橋梁エンジニアリング株式会社と松尾橋梁株式会社の工場ヤードの共同利用

等に関する合意のお知らせ」を公表しており、これら２工場の生産設備を統合、整備、強化する

ことに加えて、ＩＨＩの技術力、調達力を発揮することで更なる生産性の向上と生産能力の増大

を図ることが可能と判断しました。 

 

 国民の安全を守る治水事業の一翼を担う水門事業は、更新期を迎えた設備の維持、交換等を適

切に行っていく必要があり、事業者は今まで培ってきた技術、生産ノウハウを堅持・継続するこ

とが求められております。一方、水門の新設にかかる市場規模が大きく減少する中、大手重工メ

ーカーの撤退等により企業数が減少してきております。  

 このような背景のもと、水門事業で常にトップグループに位置するＩＨＩ及び栗本鐵工所は、

これらの社会的要求に応えるため、これまでも如何に事業を継続していくかという課題に各々取

り組んでまいりました。平成21年４月以降、橋梁事業に加えて水門事業についても事業統合の可

能性について検討を重ねた結果、かつて水門の生産工場として活用され、水門事業に関する生産

設備、ノウハウを有する栗本橋梁エンジニアリング大阪臨海工場を両社の水門製作の拠点とする

ことで、これらの社会的要求に応えかつ事業を継続していくことが可能との判断に至りました。 

 

 以上のように、橋梁事業におけるＩＨＩ、松尾橋梁及び栗本橋梁エンジニアリングの３社間で

の事業統合、水門事業におけるＩＨＩ及び栗本鐵工所の２社間での事業統合を行うことで、コス
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ト競争力と技術力の向上を同時に達成することが可能と判断し、３社間で本件統合に関する基本

合意書を締結することとなりました。また、各社の経験豊富な技術者が集結することにより技術

開発力の向上と受注機会が拡大するなどのシナジー効果を発揮していき、橋梁・水門業界におけ

るトップクラスの地位確立と更なる成長戦略の実現を目指してまいります。 

 

２．統合会社の概要 

（１） 名称   ： 株式会社ＩＨＩインフラストラクチャー（仮称） 

（２） 本社所在地  ： 大阪府堺市 

（３） 事業   ： 橋梁事業、水門事業、鋼管、水管橋、沿岸海洋構造物他 

（４） 株主   ： 株式会社ＩＨＩ 100％ 

（５） 目標売上高  ： 700 億円（連結ベース） 

（６） 従業員数  ： 900 名（連結ベース） 

（７） 主力生産拠点 ： 大阪府堺市 

（８） 国内営業拠点 ： 札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡、沖縄 

 

３．本件統合の概要 

（１） ＩＨＩは、松尾橋梁の発行する普通株式の全株式の取得を目的とし、買付価格を松尾橋梁

の普通株式１株あたり金 122 円、買付予定株券数を 33,357,436 株とする本公開買付けを平

成 21 年５月 19 日より実施します。（本公開買付けの詳細につきましては、ＩＨＩが平成 21

年５月 18 日付で公表しております「松尾橋梁株式会社株式に対する公開買付けの開始に関

するお知らせ」をご参照下さい。）尚、ＩＨＩは、本公開買付けが成立したことを条件とし

て、松尾橋梁をＩＨＩの完全子会社とする予定です。 

（２） 上記本公開買付けの開始と並行して、栗本鐵工所とＩＨＩは、栗本鐵工所が保有する栗本

橋梁エンジニアリングの株式及び栗本鐵工所の対象事業をＩＨＩに譲渡する協議を開始し

ます。尚、本公開買付けの成否等により、譲渡ストラクチャーは変更される可能性があり

ます。 

（３） 上記（１）の本公開買付けによる完全子会社化、及び（２）の譲渡が成立した場合、ＩＨ

Ｉ、栗本鐵工所及び松尾橋梁は、平成 21 年 10 月１日を目処に、関係当局の許認可を前提

に、３社の橋梁・水門事業及びその他鋼構造物事業を統合、ＩＨＩの完全子会社として統

合会社の事業を開始する予定です。 

（４） 統合の方法、条件及び時期及び統合後の事業の詳細等につきましては、今後３社間で協議

を進め、決定次第開示する予定です。 

 

４．日程 

 現時点における３社間で協議中のスケジュールは以下の通りです。尚、本スケジュールは今

後の３社間での協議や関係当局の許認可等必要な手続きの内容により変更される可能性があり

ます。本公開買付けのスケジュールの詳細につきましては、ＩＨＩが平成 21 年５月 18 日付で

公表しております「松尾橋梁株式会社株式に対する公開買付けの開始に関するお知らせ」をご

参照下さい。 
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平成 21 年５月 18 日（月） 本基本合意書締結に関する取締役会決議 

平成 21 年５月 18 日（月） 本基本合意書締結 

平成 21 年５月 19 日（火）（予定） 本公開買付け開始日 

平成 21 年６月 16 日（火）（予定） 本公開買付け終了日 

平成 21 年８月末頃（予定）      ＩＨＩによる松尾橋梁の完全子会社化 

平成 21 年８月末頃（予定） ＩＨＩと栗本鐵工所による栗本橋梁エンジニアリング

の株式譲渡契約締結・実行 

平成 21 年８月末頃（予定） ＩＨＩと栗本鐵工所による栗本鐵工所の水門事業の事

業譲渡契約締結 

平成 21 年 10 月１日（木）（予定） 水門事業の譲渡実行、本件統合の完了、統合会社発足 

 

５．各社の概要 

（１） 商号 株式会社ＩＨＩ 株式会社栗本鐵工所 松尾橋梁株式会社 

（２） 事業内容 

金属加工機械、風水力機械，物

流機器、ボイラ、原子力機器、

化学機械、汎用機械、ジェット

エンジン、宇宙機器などの製

造、販売等 

鉄鋼・鋳鋼関連事業、鋼製構造

物・機械関連事業、建築及び建築

関連事業の製品の製造販売 

橋梁及び鋼構造物の設計、製

作、施工、診断及び補修 

その他の建設工事、土木建築工

事の設計監理、防災機器の製

造、販売、取付工事及び保全、

倉庫業等 

 

（３） 

 

設立年月日 明治 22 年１月 17 日 昭和９年５月 10 日 大正 14 年６月 23 日 

 

（４） 

 

本店所在地 
東京都江東区豊洲三丁目１番

１号 

大阪府大阪市西区北堀江一丁目

12 番 19 号 

大阪府堺市堺区大浜西町３番

地 

 

（５） 

 

代表者の 

役職・氏名 
代表取締役社長 釡 和明 代表取締役社長 福井 秀明 代表取締役社長 臼井 淳 

 

（６） 

 

資本金 95,762 百万円 31,186 百万円 4,903 百万円 
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 商号 株式会社ＩＨＩ 株式会社栗本鐵工所 松尾橋梁株式会社 

 

（７） 

ﾕｰﾋﾞｰｴｽ ｴｰｼﾞｰ ﾛﾝﾄﾞﾝ ｱｶｳﾝ

ﾄ ｱｲﾋﾟｰﾋﾞｰ ｾｸﾞﾘｹﾞｲﾃｯﾄﾞ ｸ

ﾗｲｱﾝﾄｱｶｳﾝﾄ（常任代理人ｼﾃ

ｨﾊﾞﾝｸ銀行株式会社） 

4.34%

 

太陽生命保険株式会社 9.02% 

 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行

株式会社（信託口） 

 

3.75%

 

 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行

株式会社（中央三井ｱｾｯﾄ信

託銀行再信託分・株式会社

東芝退職給付信託口） 

3.77%

 

日本生命保険相互会社 6.33% 

 

日本生命保険相互会社 

 

3.41%

 

 

大株主及び

持株比率 

（平成 20 年

９月 30 日現

在） 
第一生命保険相互会社 3.68% 日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株

式会社（信託口） 

5.13% 

 

木村 隆男 

 

3.18%

 

 

ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰｱﾝﾄﾞｶﾝﾊﾟﾆｰｲﾝｸ

（常任代理人ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ

証券株式会社） 

3.04%

 

みずほ信託銀行株式会社 3.43% 

 

木村環境事業株式会社 

 

3.11%

 

 

みずほ信託退職給付信託み

ずほ銀行口 再信託受託者

資産管理ｻｰﾋﾞｽ信託 

2.97%

 

株式会社りそな銀行 3.31% 

 

ｼｰﾋﾞｰｴﾇﾜｲﾃﾞｨｴﾌｴｲｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅ

ﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾞﾘｭｰﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ(常任

代理人ｼﾃｨﾊﾞﾝｸ銀行株式会

社) 

2.48%

 

 

 
日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行

株式会社（信託口４Ｇ） 

2.52%

 

株式会社みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行 2.7% 

 

新日本製鐵株式会社 

 

2.40%

 

 

日本生命保険相互会社 

 

2.32%

 

ｼｰﾋﾞｰｴﾇﾜｲ ﾃﾞｲｴﾌｴｲ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅ

ﾙ ｷｬｯﾌﾟ ﾊﾞﾘｭｰ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ(常

任代理人 ｼﾃｨﾊﾞﾝｸ株式会社)

2.57% 

 

 

松尾橋梁友和会 

 

2.28%

 

 

 
日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行

株式会社（信託口） 

2.26%

 

富士火災海上保険株式会社 2.28% 

 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式

会社(信託口) 

1.80%

 

 

 

ﾓﾙｶﾞﾝ ﾎﾜｲﾄﾌﾗｲﾔｰｽﾞ ｴｷｭｲﾃｨ 

ﾃﾞｨﾘｳﾞｪｲﾃｨｳﾞ（常任代理人

株式会社みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀

行兜町証券決済業務室） 

1.73%

 

株式会社三井住友銀行 2.03% 

 

南原 康則 

 

1.46%

 

 
 

三井住友海上火災保険株式

会社 

1.51% 明治安田生命保険相互会社 1.87% ﾓﾙｶﾞﾝｽﾀﾝﾚｰｱﾝﾄﾞｶﾝﾊﾟﾆｰｲﾝﾀｰ

ﾅｼｮﾅﾙﾋﾟｰｴﾙｼｰ(常任代理人ﾓ

ﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券株式会社)

1.38%

資 本

関 係 
該当事項はありません。 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

 

(８) 

人 的

関 係 
該当事項はありません。 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

 

 

当 事

会 社

間 の

関 係

等 

取 引

関 係 

当社は、栗本鐵工所との間で、

バルブ製品の購入等の取引が

あります。 

また、当社は、平成 20 年度よ

り松尾橋梁との間で、合成床版

の製作等の受注や、鋼製橋梁製

作の発注等の取引があります。

当社は、ＩＨＩとの間で、バル

ブ製品の販売等の取引がありま

す。 

また、当社は、松尾橋梁との間

で、鋼製橋梁製作の受注等の取

引があります。なお、当社子会

社の栗本橋梁エンジニアリング

及び松尾橋梁は、平成 20 年 7月

に、工場ヤードの共同利用等を

行うことにつき合意をしており

ます。 

当社は、 ＩＨＩとの間で、合

成床版の製作等の発注や、鋼製

橋梁製作の受注等の取引があ

ります。 

また、当社は、栗本鐵工所との

間で鋼製橋梁製作の発注等の

取引があります。なお、当社及

び栗本鐵工所は、平成 20 年 7

月に、栗本鐵工所の完全子会社

である栗本橋梁エンジニアリ

ングとの間で工場ヤードの共

同利用等を行うことにつき合

意をしております。 
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 商号 株式会社ＩＨＩ 株式会社栗本鐵工所 松尾橋梁株式会社 

 

(８) 
当事

会社

間の

関係

等 

関 連

当 事

者 へ

の 該

当 状

況 

該当事項はありません。 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

（９） 本件が今期

業績に与え

る影響等 

確定次第、開示いたします。 確定次第、開示いたします。 確定次第、開示いたします。 

 

６．事業統合ストラクチャー 

 添付資料をご参照下さい。 

 

 
以 上 
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【添付】事業統合ストラクチャー 

※統合の方法、条件及び時期及び統合後の事業の詳細等につきましては、今後３社間で協議を進め、

決定次第開示する予定です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ ： 松尾橋梁の完全子会社化

① 公開買付け（ＴＯＢ）・

完全子会社化（８月末頃予定）

橋梁事業

水門事業

橋梁事業

水門事業

栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 橋梁事業

ＳＴＥＰ２ ： 栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの
株式譲渡等

水門事業

栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 橋梁事業
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門
事
業

橋
梁
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業

② 栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

株式譲渡（８月末頃予定）

③ 水門事業譲渡

（１０月１日予定）

ＳＴＥＰ３ ： ＩＨＩグループ内事業再編

栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ栗本橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

④ 事業再編

（１０月１日予定）

橋梁事業
水門事業

【存続予定会社】
松尾橋梁

ＩＨＩｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ（仮称）
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門
事
業

橋
梁
事
業

統合会社のイメージ

注：メンテナンス子会社（イスミック，松尾
エンジニヤリング，クリモトテクノス）の再
編については，今後検討を進めてまいり
ます。

100%

事業： 橋梁事業・水門事業

ＩＨＩｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ（仮称）

主要生産拠点： 新堺工場

イスミック

松尾ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ

クリモトテクノス

注：メンテナンス子会社（イスミック，松尾
エンジニヤリング，クリモトテクノス）の再
編については，今後検討を進めてまいり
ます。

100%

事業： 橋梁事業・水門事業

ＩＨＩｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ（仮称）

主要生産拠点： 新堺工場

イスミック

松尾ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ

クリモトテクノス


